
 

 

  

(2019/05/01) 

(C) ND CHOW 

 小山実稚恵の新シリーズ 

     ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  
            小山実稚恵 ｢ベートーヴェン そして…｣シリーズ公演だより   

シリーズは 全６回 (３年) で構成 
―――――――――――――――――――――――― 

■ 第１回 2019年６月23日 14::00《敬愛の歌》 

  ベートーヴェン×シューベルト 

   ベートーヴェン：ピアノ･ソナタ第 28 番 

   シューベルト：ピアノ･ソナタ第 13 番 

   シューベルト：幻想曲 作品 90・作品 142 より 

  いずみホール S 5000 円・Ａ 4500 円（全席指定） 

■ 第２回 2019年11月24日 14::00《決意表明》 

  ベートーヴェン×モーツァルト 

   モーツァルト：デュポールの主題による変奏曲 

   モーツァルト：ピアノ･ソナタ第 13 番 

   ベートーヴェン：ピアノ･ソナタ第 29 番 

           「ハンマークラヴィーア」 

  いずみホール S 5000 円・Ａ 4500 円（全席指定） 
 

＊｢第１回･第２回セット券｣は 6000 円＋大阪新音会費 

        大阪新音でのみ取り扱っています 

■ 第３回 2020年６月(予定)《知情意の奇跡》 

  ベートーヴェン×バッハ 

   ベートーヴェン：ピアノ･ソナタ第 30 番 

   バッハ：ゴルトベルク変奏曲 

■ 第４回 2020年11月(予定)《本能と熟成》 

  ベートーヴェン！ 

   ベートーヴェン：ピアノ協奏曲第５番｢皇帝｣ 

             ほか（詳細は検討中） 

■ 第５回 2021年６月(予定)《結晶体》 

  ベートーヴェン×バッハ×モーツァルト 

   ベートーヴェン：６つのバガテル 

   バッハ：半音階的幻想曲とフーガ 

   モーツァルト：幻想曲（ニ短調 K.903） 

   ベートーヴェン：ピアノ･ソナタ第 31 番 

■ 第６回 2021年11月(予定)《異次元へ》 

  ベートーヴェン×シューベルト 

   シューベルト：ピアノ･ソナタ第 19 番 

   ベートーヴェン：ピアノ･ソナタ第 32 番 

 

第
１
回
券
／
１
・
２
回
セ
ッ
ト
券 

発
売
中 

――――――――――――――――――――――――――――――
― 
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後
期
ピ
ア
ノ･

ソ
ナ
タ
を
シ
リ
ー
ズ
で 

 

春
子 

小
山
実
稚
恵
さ
ん
が
「
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
、
そ
し
て
…
」
と
い
う
ピ
ア
ノ
シ
リ

ー
ズ
を
、
大
阪
で
６
月
か
ら
始
め
る
ん
よ
。 

 

秋
子 

そ
や
ね
。
小
山
実
稚
恵
さ
ん
と
い

う
と
シ
ョ
パ
ン
や
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
演
奏

家
と
思
い
込
ん
で
た
け
ど
、
こ
ん
ど
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
、
そ
れ
も
後
期
作
品

を
全
６
回
・
３
年
か
け
て
弾
き
は
る
の
で
、

私
も
興
味
あ
る
わ
。 

 

春
子 

け
ど
、
な
ん
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
後
期
作
品
な
ん
や
ろ
。 

 

秋
子 

そ
れ
だ
け
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

魅
力
的
や
か
ら
！ 

何
し
ろ
、
作
品
は
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
で
人
間
味
が
感
じ
ら
れ
る
。
『
不

滅
の
恋
人
へ
の
手
紙
』
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ

る
で
し
ょ
。
貴
族
の
娘
と
も
数
々
の
恋
愛
を

し
た
け
ど
、
身
分
違
い
が
理
由
で
実
ら
な
か

っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
き
っ
と
、
人
間

と
し
て
の
不
条
理
を 

強
く
思
っ
た
に
違
い 

      

あ
ら
へ
ん
。
「
も
っ
と
自
由
を
」
と
い
う
の

は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と
っ
て
切
実
な
願

い
や
っ
た
と
私
は
考
え
て
る
ん
よ
。 

 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
は

32
曲
あ
っ
て
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
性
格
が

違
い
、
聴
き
ど
こ
ろ
が
あ
る
け
れ
ど
、
後
期

の
28
番
か
ら
32
番
に
は
と
く
に
、
「
人
間

と
い
う
の
は
こ
う
あ
り
た
い
」
と
い
う
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
思
い
、
希
望
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
や
な
い
か
し
ら
。 

 

と
こ
ろ
で
、
小
山
さ
ん
て
、
こ
ん
ど
の
シ

リ
ー
ズ
で
、
な
ん
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
だ
け

や
の
う
て
バ
ッ
ハ
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
も
一
緒
に
弾
か
は
ん
の
？
。 

 

春
子 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
バ
ッ
ハ
と

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け

た
。
一
所
懸
命
、
お
手
本
や
参
考
に
し
た
訳
。

逆
に
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

か
ら
影
響
を
受
け
、
尊
敬
し
、
目
標
に
し
た
。

そ
れ
ら
３
人
の
音
楽
家
の
作
品
を
併
せ
て

演
奏
し
、
相
互
の
響
き
合
い
を
表
現
し
た
い

と
い
う
の
が
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
そ
し
て

…
」
シ
リ
ー
ズ
の
動
機
っ
て
、
小
山
さ
ん
が

ど
こ
か
で
言
う
て
は
っ
た
。 

 
秋
子 

そ
う
な
ん
？ 

６
月
の
第
１
回

目
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
と
の
組
み
合
わ
せ
や

ね
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
『
野
ば
ら
』
や
『
魔

王
』
と
か
、
歌
曲
王
と
し
て
有
名
や
け
ど
、

こ
ん
ど
演
奏
さ
れ
る 
ピ
ア
ノ
・･

ソ
ナ
タ
第 

      

13
番
な
ん
か
の
、
ほ
ん
ま
に
美
し
い
器
楽

曲
も
た
く
さ
ん
作
っ
て
は
る
。 

 

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
貧
乏
生
活
の
中
で
も
、

工
面
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
演
奏
会
に

通
っ
た
ら
し
い
ヮ
。
一
度
、
自
作
の
ピ
ア
ノ

作
品
を
持
っ
て
会
い
に
行
っ
た
け
ど
、
留
守

で
会
え
ん
か
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
最

期
の
頃
、
病
床
へ
見
舞
い
に
行
っ
た
け
ど
、

言
葉
も
交
わ
さ
れ
へ
ん
か
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
亡
く
な
っ
た
次
の
年(

１
８
２
８

年)

に
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
も
短
い
人
生
を
終

え
た
け
ど
、
遺
言
は
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

隣
に
葬
っ
て
」
と
い
う
こ
と
や
っ
た
…
。 

 

春
子 

そ
こ
ま
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に

心
酔
し
て
た
ん
や
ね
ぇ
。
ぐ
す
ッ
。
ぜ
っ
た

い
聴
き
た
い
わ
ぁ
。 

作
曲
の
背
景
に
は｢

社
会
の
激
変｣

も 

 

春
子 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
っ
て
、
１
７
７ 

０
年
に
生
ま
れ
て
１
８
２
７
年
に
亡
く
な

っ
た
ん
や
ね
ぇ
。 

 
秋
子 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
１
７
９
１
年

没
や
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命(

１
７
８
９
年)

に
遭
遇
は
し
た
け
ど
、
そ
の
後
の
混
乱
は
知

ら
は
ら
へ
ん
。
け
ど
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
や
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
時
代 

(

１
８
０
４
～
１
５)

、
そ
れ
に
続
く
社
会
の

激
変
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
、
生
活
の
苦
労

も
す
ご
く
味
わ
っ
た
ん
で
、
作
品
に
浮
き
浮

き
す
る
よ
う
な
、
ま
た
甘
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と

か
は
見
当
た
ら
へ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
、
人
間

を
グ
ィ
と
引
っ
張
っ
て
い
く
よ
う
な
、
力
強

い
激
し
い
音
楽
を
作
り
は
っ
た
。 

 

春
子 

人
間
の
感
情
、
苦
悩
と
か
愛
と
い

っ
た
も
の
を
表
現
し
て
い
る
ん
よ
ね
。
そ
れ

以
前
は
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
音
楽
で
表
現

し
た
人
は
い
な
い
！ 

な
ん
か
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
凄
さ
が
分
か
る
気
が
す
る
わ
。 
 

秋
子 

小
山
さ
ん
と
い
う
と
、
２
０
１
７

年
ま
で
の
12
年
間
、
い
ず
み
ホ
ー
ル
で
、

「
ピ
ア
ノ
・
ロ
マ
ン
の
旅
」
シ
リ
ー
ズ
全
24

回
を
開
き
は
っ
た
ん
よ
ね
。 

 

春
子 

そ
う
。
そ
れ
で
大
阪
市
か
ら
市
民

表
彰
も
受
け
て
は
ん
ね
ん
。 

 

秋
子 

え
っ
、
大
阪
の
人
や
っ
た
？ 

 

春
子 

仙
台
生
ま
れ
の
盛
岡
育
ち
や
け

れ
ど
、
大
阪
の
音
楽
文
化
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
は
っ
た
か
ら
表
彰
さ
れ
た
の
！ 

 

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
高
峰
、
シ
ョ
パ
ン 

国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
と
チ
ャ
イ
コ
フ 

ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
２
つ
に
入
賞 

し
て
は
る
の
は
、
日
本
で
は
小
山
さ
ん
一
人
。 

 

東
北
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
震

災
の
復
興
支
援
の
演
奏
活
動
も
し
て
は
る
。

雑
誌
で
連
載
を
い
く
つ
か
持
っ
て
て
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
解
説
も
自
分
で
書
き
は
る
。
あ
、

ネ
コ
が
大
好
き
ら
し
い
わ
。 

 

秋
子 

め
っ
ち
ゃ
、
す
ご
い
人
や
。
私
も

ぜ
っ
た
い
聴
き
に
行
く
！ 

 

小
山
実
稚
恵
さ
ん
の
大
フ
ァ
ン
の
春
子
と
、
西
欧
音
楽
の
歴
史
に
関
心
を
も

つ
秋
子
の
、
大
阪
の
女
子
学
生
２
人
が
話
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

ウ
ィ
ー
ン
中
央
墓
地
の(

左
か
ら) 

ベ
ー
ト
ー 

ヴ
ェ
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
墓 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

● シリーズ第１回（６月23日）の聴きどころ 

 ベートーヴェンのピアノ･ソナタ第28番は1815年から16年にかけての作品。３楽章から成り、

とくに第３楽章のソナタ形式に、“後期ソナタ作品”の特徴にもなっているフーガを用いている。

“形式重視”の古典から“感情重視”のロマン主義への移行を示しているといわれる。 

 シューベルトのソナタ第13番は愛らしい旋律にあふれた作品で、シューベルトのピアノ･ソナタ

の中でも最も親しまれている１曲である。また、即興曲が２作品演奏される。いずれも歌曲集｢冬

の旅｣と同じ頃に作曲された、ちょっと重々しい曲調だが、色彩的な和音の美しさはシューベルト

ならではだ。完成度も高く、物理学の天才、アインシュタインは「シューベルトがピアノで語った

最後の言葉」｢一つ一つがそのまま“小宇宙”をかたち造っている｣ と絶賛している、 

人
間
の
未
来
へ 

希
望
を
託
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
品 



 

 

 
 
 

ピアノの改良をけしかけ､進化を促したベートーヴェン 
 

 ピアノという楽器が発明されたのは1709年といわれています。イタリアのチェンバロ製作者のクリスト

フォリによってです。その楽器はどんどん改良され、18世紀の末から19世紀にかけて飛躍的に進化します。

これには、実はベートーヴェン(1770～1827) も大いにかかわっています。 

 ベートーヴェンはもともとピアニスト出身ですから、ピアノの性能が年を追って上がっていくことに強い

関心を示しました。作曲家としても、楽器の音域が広がり響きが豊かになれば表現の可能性が高まるので、

製作者に次々と注文をつけました。要望に応えようとヨーロッパ各地の楽器製作者も努力し、改良・開発機

をベートーヴェンに競うように贈呈しています。それらのことがピアノの進化につながったのです。 

 ベートーヴェンは最新機種を試しつつ、ピアノ曲はもちろんのこと、交響曲などもピアノで作曲しました。

とくに、ベートーヴェンが生涯にわたって作曲を続けたピアノ･ソナタには、それぞれの作曲の時に使った楽

器の性能がよく反映されているといわれます。資料によると、ベートーヴェンが少年時代に使用したのは、

アウグスブルクのシュタイン製（1773年作だが使用は1787年頃）、ウィーンのワルター製（1780年頃作）

などのピアノですが、これらが出せる音域は５オクターブでした。それが、改良の積み重ねによってしだい

に音域を広げ、第８番｢悲愴｣(1797年)の頃は５オクターブ＋２度、第23番｢熱情｣(1804年)の頃には５オ

クターブ＋５度、そして第26番｢告別｣(1810年)の頃には６オクターブに達しています。音域だけでなく、

弦の張り方や音を発する機構などが工夫・改良され、音量や響きも豊かになりました。音域が広がるにつれ、

ベートーヴェンが作る曲の音域もとに広くなっています。 

 小山さんの ｢ベートーヴェン､そして…｣ シリーズで演奏される第28番以降の、いわゆる後期ピアノ･ソナ

タは、高まった楽器性能（とくに音域、音量）をフルに生かして作曲されたものです。なかでもシリーズ第

２回に演奏される第29番は“ピアノで書いた交響曲”の異名があるほど、ケタ外れにスケールの大きなピア

ノ曲です。ベートーヴェンも楽譜に「ハンマークラヴィーアのための大ソナタ」と記したほどの自信作です

（ハンマークラヴィーアはピアノのドイツ語表記、それで｢ハンマークラヴィーア｣と呼ばれるようになった）。

ベートーヴェンにしてみれば、楽器性能が上がったからこうした曲を書いたのではなく、「自分の音楽を表現

できるピアノがようやくできてきたわい」という心境だったに違いありません。 

 

 

 

 

 

 

大阪新音 大阪市北区西天満 4-6-14 イーデザインビル201  06-6926-4888 (編集：企画チーム) 

  

これを知れば“新シリーズ”はもっと楽しめる ② 

シリーズ (大阪公演) の参加者にすてきなプレゼント 
小山実稚恵のピアノ･シリーズ ｢ベートーヴェン､そして…｣ (大阪公演) に５回以上参加していただいた

方に小山さん直筆の「サイン色紙」を進呈します。また､｢セット券｣をお申し込みいただいた方､各回入

場券の早期予約者の皆さんにも記念カード(検討中) をさしあげます。詳細は後日、発表します。 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
使
用
し
た
と 

い
わ
れ
る
ピ
ア
ノ
の
音
域 


